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　都市部におけるヒートアイランド現象を緩和する対策方法の一つとして、舗装路面の温度を低下させ
る技術開発が進められている。東京電力譁は、2006年 7月 10日から同社で開発した保水性舗装技術
の路面冷却効果や耐久性を検証する実証試験を開始した。このヒートアイランド抑制舗装は、石炭火力発
電所で発生した石炭灰を再生利用した、上下二層構造の保水性舗装技術である。従来の保水性舗装とは異
なり、雨水などを保水するだけではなく地中の水分を吸収することができるため、水の気化熱を利用した
路面の冷却効果を長時間持続することができる仕組みとなっている。本技術は実証試験による検証を進
め、平成19年度を目処に実用化される予定である。
トピックス4　石炭灰を再利用した保水性舗装の実証実験の開始
　東京電力譁は、同社で開発した保水性舗装技術
の路面冷却効果や耐久性を検証する実証試験を、
神奈川県横浜市中区の市道（生活用道路）にて、
2006年７月 10日から開始した（９月 30日まで）。
　ヒートアイランド対策大綱注）の中では、都市部
におけるヒートアイランド現象を緩和する対策方
法として、①人工排熱の低減、②地表面被覆の改
善、③都市形態の改善、④ライフスタイルの改善、
の４点が取り上げられている。このうち、②の対
策技術の一つとして、舗装路面の温度の低下を目
的とした保水性舗装や遮熱性舗装が開発されつつ
ある。一般的な舗装道路は、地表面をアスファル
ト層で完全に被覆した構造となっているため、雨
水は地中に浸透せず、また地中の水分も舗装表面
に浸透しない。この結果、真夏の路面温度は 60℃
にも達することもあり、ヒートアイランド現象を
引き起こす要因の一つであると考えられている。
また、一部の地域で現在利用されている保水性舗
装道路は、最上層の保水性アスファルト層が降雨
や散水等の水分を蓄える機能を持っているものの、
保水性アスファルト層と路盤層の間に水をとおさ
ない基層を設置しているため、地中の水分を活用
できず、降雨や散水が無いと２～３日で乾燥して
路面の冷却効果が失われるという課題があった。
　今回、実証試験が進められているヒートアイラ
ンド抑制舗装は、石炭火力発電所で発生する石炭
灰を再生利用し、その保水性を有効利用しようと
する技術である。構造は、厚さ約５cmの保水性
石炭灰アスファルト層（上層）と厚さ約10cmの保
水性石炭灰路盤層（下層）の二層からなっている。
上層は、アスファルトの空隙部（全体の 20～ 25％
が空隙）に、石炭灰や数種類の添加剤を配合して
作る保水剤が充填されており、ここに雨水などを
保水することができる。下層は石炭灰を原料とし
た微細な隙間を多く持つ砕石を使用することによ
り、上層から浸水した水分を保水するとともに、
地中の水分を長期にわたり豊富に蓄えることが可
能になる。なお、石炭灰は添加剤により加工処理
されて固定化されているため、灰に含まれる重金
属等の路床への拡散は防がれている。
　夏場の晴天時に上層が乾燥状態になると、下層
に蓄えられた水分は、毛細管現象により上層へ自
然供給され、地中の水分は下層へ供給される。こ
のように、地中から下層、上層への自然給水が可
能となるため、水の気化熱を利用した冷却効果（一
般舗装との比較で路面温度を 10℃程度冷却）を長
時間持続することができる。
　石炭灰を再利用した本舗装技術は、実際の路上
における実証試験を通して、その冷却効果の持続
性や耐久性の検証が進められ、その後、平成 19年
度を目処に実用化される予定である。
注　ヒートアイランド対策大綱：ヒートアイランド対策に
関する取組を適切に推進するため、ヒートアイランド対策
関係府省連絡会議が取りまとめた対策要綱（2004年３月）。
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